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晴れやかに記念式典行う
7月 8 日、市は、発展をつづ ける市の人口が11万人に達したのを帆う「人口 11万人達成記念式典」を

市役所正面玄関前で市民、市議会議員の皆さんなと約150人のご出席をいただき、晴れやかに行し、ました。
上田市は、大正 8年 5月、人口 37]247人で市制を施行、その後周辺町村との合併を重ね、昭和48年
4月川西村との合併で、人口107]2，093人となりましたが、その後の人口用により、 7月 7日午後2時
45分、中央西 1丁目で金属回収業を営む、阿藤さんの双子、工Et尊ーちゃんと 邦雄ちゃんの出生届けによ
り人口 11万人を達成しました。

記念式典では、 「のびゆく上回」の記念として、阿藤義男さん(29歳)美寿江さん(26歳)ご夫妻に特製
の「市民登銭証」と記念品を、 11万人自の前後に住民主主録された、下之郷の児玉あさのさん(28歳・結婚
で飯田市から較入)と矢沢の吉原克主主さん(33歳)佐込〈子さん(29歳)ご夫妻の長女亜矢ちゃんに記念品
をおくり、人口 11万人達成を机し、ました。

〔写真は、 !I万人自の住民登録者阿藤夫妻に「記念住民登録証」を贈る石井市長(右)) 
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市民の動き

(7月1日現在)

キ念人口 109，957人 ( +84) 

男 53，601人(+61) 

女 56，356人 (+23) 

世帯数 32，374世帝 (+38) 

( )内は前月比です。
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上
田
市
の
人
口
十
一
万
人
目
が
私

た
ち
の
子
供
が
な
る
な
ん
て
信
じ
ら

れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。

小
き
く
し
て
生
ま
れ
た
正
博
と
邦

雄
で
す
が
、
記
念
式
典
で
市
長
さ
ん

を
は
じ
め
大
勢
の
皆
さ
ん
に
祝
福
さ

れ
大
変
幸
せ
な
子
だ
と
思
い
ま
す
。

双
子
で
す
が
、
根
は

一
本
の

藤
の

花
の
ご
と
く
元
気
で
素
直
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

市
の
発
展
と
繁
栄
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

冗
気
で
素
直
に

育
っ
て
ほ
し
い

つー第 772号 (貯延長EA23)一一一一広報

阿
藤
義
男
き
ん
⑤

美
寿
江
き
ん
⑤

(
中
央
西

一
丁
目
)

将
来
性
豊
か
な

2号ー

児
玉
あ
き
の
さ
ん

(
下
之
郷
)

主
人
と
と
も
にl或
j敷

上
田
市
は
、
天
平
年
聞
の
信
濃
国
分

寺
建
立
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
理
的

に
古
く
か
ら
文
化
、
交
通
の
要
衝
と
し

て
栄
え
る
と
と
も
に
、
気
候
風
土
に
も

恵
ま
れ
、
住
み
良
い
街
と
し
て
繁
栄
し

て
き
ま
し
た
。

四
十
八
年

の
川
西
村
合
併
時
め
人
口

十
万
二
千
九
十
三
人
か
ら
、
五
年
間
て
社

会
・
自
然
増
の
人
口
約
八
千
人
を
示
し
た

上
田
市
は
、
人
口
流
出
に
悩
む
地
方
都
市

私
は
、
飯
田
市
で
結
婚
し
、
再
び

上
田
市
に
戻
っ
て
来
た
の
で
す
が
、

届
け
を
出
し
に
行
っ
た
と
こ
ろ
「
人

口
十

一
万
人
に
達
し
た
」
と
い
う
お

め
で
た
い
時
に

ぶ
つ

か
り
、
偶
然
の

こ
と
と
は
い
え
そ

の
前
後
賞
に
当
り

大
変
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
と
、
主
人

と
と
も
に
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

上
田
市
が
増
々
発
展
す
る
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

が
あ
る
中
で
、
堅
実
に
住
み
よ
い
街
づ

く
り
が
進
む
将
来
性
豊
か
な
地
方
都
市

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

七
月
七
日
、
人

口
十

一
万
人
の
大
台

に
到
達
し
た
上
田
市
は
、
大
正
八
年
五

月
の
市
制
施
行
以
来
、
八
つ
の
町
村
と

合
併
、
人
口
で
三
・
六
三
倍
、
面
積
は

ト
二
・
四
一
一
倍
と
な
り
、
名
実
と
も
に

東
信
地
区
の
中
核
時
市
と
し
て
発
展
を

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

平・
e

市
長
閣
と
-
緒
に
記
念
後
衡
を
す
る

+
一
万
人
目
と
前
後
の
皆
さ
ん
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〈
人
口
リ
万
人
達
成
記
念
式
典
特
集
〉

ん

月

並

な

言

葉

で

す

が

心

身

と

一

も
に
健
康
な
市
民
に
育
て
よ
う
と
思

『

い
ま
す
。
そ
し
て
大
き
く
な
っ
た
ら

司

盟
殿
支
所
か
ら
述
絡
を
受
け
た
時
栄
え
あ
る
市
民
の
記
念
す

べ
き
十

一
一一

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

万

一
人
目
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
祝

由

生
ま
れ
て
き
た
時
か
ら
ラ

ッ
キ
ー
福
さ
れ
た
こ
と
を
話
し
て
や
る

つ
も
巨

ヨ
な
我
が
子
の
将
来
に
夢
が
果
て
ま
せ
り
で
す
。
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山
本
日
の
式
典
が
関
係
者
の
皆
様
多

m

数
お
集
り
い
た
だ
き
藤
会
に
開
催
さ

山
れ
る
こ
と
は
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

m

十

一
万
人
自
の
阿
藤
さ
ん

の
ふ
た

m

ご
の
赤
ち

ゃ
ん
、
そ
の
前
後
の
児
玉

叩
さ
ん
、
吉
原
き
ん
、
こ
れ
を
い
い
思

m

い
出
と
し
て
た
の
し
い
市
民
生
活
を

m

お
く
ら
れ
る
と
同
時
に
お
生
れ
に
な

叫
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
健
全
な
発
育
を
心

フ
ッ
キ
!
な我
が
子

えI 

け十一
伝
)
に

や

沢

E

心

⑤

ち

矢

富

き

ん

矢

(

ヨ

幸

き

亜

聖

克

子

る

瞳

原

恵

れ

冨

吉
佐
か

ヨ

も帆

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す

大
正
八
年
五
月
に
上
田
市
が
誕
生

し
た
当
時
三
万
余
の
人
口
が
十
一
万

会
・
自
然
増

の
人
口
約
八
千
人
を
示
し
た

上
田
市
は
、
人
口
流
出
に
悩
む
地
方
都
市

7
月

7
日
午
後
二
時
四
十
五
分
市
民
課
V

の
窓
口
で
、
双
子
の
赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
届

の
手
続
き
を
す
る
阿
藤
さ
ん
⑤

こ
の
瞬
間

人
口
口
万
人
が
達
成
き
れ
ま
し
た
。

に
な
っ
た
の
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
で
市
勢
が
充
実
し
た
た
め
で
あ

な
っ
た
四
十
八
年
が
上
田
市
に
と
っ

て
、
非
常
に
重
要
な
意
義
の
あ
る
年

十
一
万
市
民
達
成
を
記
念
し
て

り
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
以
後

一
町
七
村
を

合
併
し
、
人
口
が
十
万
二
千
有
余
に 市

議
会
議
長

三星主

4 

沢

達

で
は
な
か

っ
た
か
と
考
、え
て
い
ま
す
。

長
野
県
で
は
、
長
野
、
松
本
に
つ

い
で
市
の
発
足
も
、
人
口
も
三
番
目

可3・
十市
一長，
万{右)
人と
目ー

と脅
後言e.J 
の念 す

皆植
さ樹
んを
す
る

企くす玉を割

って人口11

万人目達成

を祝う 。

で
、
名
実
と
も
に
東
信
地
区
の
基
幹
叫

都
市
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
、
今
問

後
と
も
理
事
者
、
議
会
は

一
丸
と
な
由

っ
て
努
力
す
る
積
り
で
ご
ざ
い
ま
す
叫

が
、
市
民
皆
様
方
の

一
層
の
ご
協
力
聞

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
閣

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

間

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

間

〆
S
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生活交通課を新設

〔市役所2階南側〕

交通相談・市民相談

お気軽にどうぞ

え

市
は
、
七
月
一
日
に
市
役
所
の
機
構

を

一
部
変
更
し
、
民
生
部
に
「
生
活
交

通
謀
」
(
市
役
所
二
階

・
下
図
)
を
新

設
し
ま
し
た
。

生
活
交
通
謀
は
、
今
ま
で
市
民
課
に
あ

っ
た
庶
務
係
、
交
通
安
全
係
、
生
活
係
、
市

民
相
談
室
を
統
合
し
て
新
し
い
課
と
し
た

つ報広日
可n訟

月
物

内

M
川
叫

偽
吋

am

h
m
q
d
 

川
明

地
域
の
働
く
婦
人
の

地
位
向
上
や

一

働

く
背
少
年
、
労
働
者
家
族
、
家
族

一

従

業
員
の
福
祉
を
図
る
た
め
に
活
動

一

し

て

い
た
だ
く
「
婦
人
少
年
室
協
助

一

員」

に
次
の
三
名
の
皆
さ
ん
が
労
働

号

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

内

4打

こ
の
皆
さ
ん
は
、
崎
永
崎
勤
労
背

場

一

少

引

仰
鋭
ザ
バ
か
ら
の

相
談
を
受
け

-
r
1
J
1
l
i
---

婦
人
少
年
室
協
助
員
に

丸
山
九
箱
山
九
沓
掛
九

も
の
で
、
必
荷
物
資
苦
悩
相
談
や
物
価

対
策
な
ど
の
消
費
者
行
政
、
交
通
災
害

共
済
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
問
題
、
法

律
相
談
や
一
般
生
活
相
談
な
ど
市
民
生

活
を
営
む
う
え
で
起
き
や
す
い

問
題
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

。

交
通
事
故
相
談
室

高
年
齢
者
職
業
相
談
室
二
階
へ

生
活
交
通
謀
の
設
置
に
よ
り
、
今
ま

で
市
民
課
内
に
あ
っ
た
「
交
通
事
故
相

談
室
」
と
「
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
」

も
生
活
交
通
課
の

北
側

に
移
動
し
ま
し

た
の
で
、
ご
相
談
に
お
い
で
の
皆
さ
ん

は
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い

。

内
線
電
話
の
番
号
も
変
わ
り
ま
す

内
線
電
話
の
番
号
も
次
の
よ
う
に
変

I
l
li-
-
4
 

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
と
連
絡
を
と
り
、
よ
り
よ
い
社

会
づ
く
り
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
丸
山
千
代
子
さ
ん

常
磐
城
四
丁
目
十
二
1
十
三

宮
@
二
三
五
O
@
七
六
五
八

マ
箱
山
政
子
さ
ん

大
字
芳
田
三
七
八
番
地

位
@
二
七
六
九

マ
各
自
…
借
英
男
さ
ん

出
日
木
村
大
手
村
松

一
八
八
九
番

地
。
宮
背
木
二
O
八
四

772号ー

f芝コ三三

わ
り
ま
す
。

生
活
交
通
課

交
通
安
全
係
・
生
活
係
H

二
七
六

二
七
七

市
民
相
談
室

・
交
通
事
故
相
談
室

高
年
齢
者
職
業
相
談
室
H
二
七
八

総
務
係

1
二
七
五
(
市
民
課
内
)

申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

「
施
設
を
見
る
会
」
に
参
加
し
よ
う

9
月
5
日
ω
1
8日
働

月
十
九
日
出
午
前
十
二
時
ま
で
に
、
次

の
と
こ
ろ
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
市
役
所
秘
書
課
(
宮
@
四
一

O
O
内

「
市
の
施
設
を
見
る
会
」
を
次
の

日

程
で
行
い
ま
す
。
ご
近
所
、
友
人
を
誘

い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

今
年
か
ら
「
申
込
方
法
」
が
変
り
ま

し
た
の
で
、
参
加
を
希
望
す
る
皆
さ
ん

は
、
参
加
料

一
人
二
百
円
を
添
え
て
八

市
民
ホ
ー
ル
吹
き
出
陣
け

市役所二階生活交通課配置図

国過J イ

特
に
競
技
が
行
わ
れ
る
市
町
村
は
、

長
野
県
を
代
表
し
ま
す
の
で
各
地
と
も

大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

施設を見る会見学コースと日程

@9月7日同川西コース
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〈
左
右
し
ま
す
の
で
、
広
た
ち
の
自
治

会
と
商
工
振
興
会
で
は
、
一

体
と
な

っ

て
駅
周
辺
お
よ
び
商
庖
街
、
競
技
場
へ

線
二

O
五
)

マ
市
塩
田
支
所
(
宮
⑮

三
0
0
0
)

マ
市
川
西
支
所

(
宮
⑪

二
O

O
二
)

マ
市
豊
殿
支
所
(
宮
@
四
0
0
こ

各
コ

ー
ス
と
も
昼
食
後
、
約

一
時
間

の
予
定
で
、
市
長
と
の
話
し
合
い
を
行

い
ま
す
。
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご

要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

。

昼
品
艮
は
、
市
で
用
意
し
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

秘
書
課
広
報
広
聴
係

(
宮
@
四
一
O

O
内
線
二
O
五
有
線
②
O
六
三
二
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+巾

1生

も
駅
周
辺
や
会
場
に
通
ず
る
道
路

k
に

あ
る
数
百
台
の
放
置
自
転
単
が
美
観
を

そ
こ
ね
る
と
と
も
に
、
通
行
上
支
障
を



参
加
選
手
に
良
い
印
象
を

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
を
な
く
そ
っ

北
天
神
町
自
治
会
長
成

十

-M
f
iは
・
一
ゆ
え
仰
労
行

一

少
年
の
げ
甘
さ
ん
か
ら
の
相
淡
を
受
け
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古
木
村
大
字
村
松
一
八
八
九
番

地
。
宮
行
木
二

O
八
四

沢

捨

也

特
に
競
技
が
行
わ
れ
る
市
町
村
は
、

長
野
県
を
代
表
し
ま
す
の
で
各
地
と
も

大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

努
力
を
払
い
準
備
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

上
田
市
も
軟
式
庭
球
と
高
校
軟
式
野

球
の
二
種
目
が
行
わ
れ
ま
す
が、

他

の

開
催
地
に
負
け
な
い
よ
う
に
、

団
体
事

務
局
を
は
じ
め
関
係
者
は
、
準
備
の
た

め
に
大
変
ご
苦
労
な
さ
っ
て
お
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
北
天
神
町
は
、
全
国
各
地

か
ら
選
手
や
大
会
関
係
役
員
な
ど
多
数

の
皆
さ
ん
が
来
因
さ
れ
る
、
そ
の
玄
関

口
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
競
技
場
へ
の

通
路
に
な
っ
て
お
り
ま
す
関
係
上
特
に

多
方
面
に
わ
た
っ
て
、
上
田
市
を
代
表

す
る
心
街
け
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

第
一
印
象
が
'上
田
市
の
評
価
を
大
き

えつ

第
三
十
三
回
国
民
体
育
大
会
が
「
や

ま
び
こ
国
体
」
と
銘
打
っ
て
、
県
内
各

市
町
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
大
会
関

係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
民
が
一

体
と
な
っ
て
こ
の
国
体
を
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

報{必悩山巴室=三-===三=三====三=三=三-

一

州

第
三
十
三
回
を
迎
、
え
え
る
国
民
体
育
も
ち
ろ
ん
、
暖
か
〈
誠
意
を
も
つ
て
団
体
の
自
覚
あ
る
協
力
の
も
と
に
、

酬

一

州

大
会
を
信
州
の

地
で

開

き

、

し

か

も

歓

迎

し

た

い

と

願

、う
ワ
も
の
で
す
。
「
満
を
持
す
」
気
持
ち
で
来
る
べ
き

州

一

川

上
田
市
で
二
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
過
去
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
高
国
体
を
迎
、
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸

川

一

川

選
手
役
員
約

一
千
二
百
名
が
来
田
き
校
総
体
」
な
ど
を
踏
ま
、
え
て
歓
迎
す

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

州

日

川
引丸川

h
『
f

一

み

ん

な

で

国

体

を

川

的口
…

刷
附
檎
蝉
拶
伊

盛
り
あ
げ
よ
、う

つ

…

i

:

l

1

 

町相似

酬

dF
臥

昭

川

』
-

'
』4罰ち
γ¥

-

馴

u

司

ま
だ
、
間
に
合
い
ま
す
。
今
か
ら

川

一

酬

れ

る

と

の

こ

と

で

す

。

市

民

一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
、
心
掛

川

一

酬

私

た

ち

市

民

の

気

持

ち

と

す

れ

ば

け

が

「

や

ま

び

こ

国

体

」

の

盛

り

上

川

布

川

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

、

環

境

整

備

は

り

と

成

功

に

つ

な

が

る

は

ず

で

す

。

州

-山=========-==

三===============罰

る
と
と
も
に
、
「
市
民
総
意
」
の
連

帯
感
高
揚
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

自
治
会
、
商
庖
会
、
学
校
、
各
種

===================一一一=

〈
左
右
し
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
自
治

会
と
商
工
振
興
会
で
は
、
一
体
と
な
っ

て
駅
周
辺
お
よ
び
商
庖
街
、
競
技
場
へ

通
ず
る
道
路
へ
の
飾
り
つ
け
を
は
じ
め

垂
れ
幕
や
横
断
幕
を
数
か
所
に
配
置
し
、

あ
わ
せ
て
清
潔
な
上
田
市
を
印
象
づ
け

る
た
め
、
街
や
道
路
の
清
掃
を
区
民
の

理
解
と
協
力
を
得
て
行

い
、
大
会
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
市

民

一
人
ひ
と
り
の
心
の
こ
も
っ
た
暖
か

い
お
も
い
や
り
の
あ
る
歓
迎
が
大
事
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
、
ぇ

一
人
で
も
、
そ
の
人
の
言
葉
や
態
度
に

よ
っ
て
、
全
市
挙
げ
て
の
努
力
が
む
だ

に
な
る
と
同
時
に
、
上
田
市
の
名
を
傷

つ
け
る
事
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
国
体
を
理
解
し
、
協
力

す
る
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

上
田
市
へ
来
ら
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん

に
、
日
頃
鍛
え
た
技
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

発
揮
し
て
悔
の
な
い
試
合
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
し
て
、
市
民
の
暖
か
い
心
の

こ
も
っ
た
歓
迎
が
参
加
し
た
選
手
や
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
心
に
い
つ
ま
で
も
残

る
「
上
田
市
の
土
産
」
と
し
て
贈
り
た

い
も
の
で
す
。

上
田
市
の
成
功
は
、
長
野
県
の
成
功

に
つ
な
が
り
、
上
回
市
の
印
象
は
、
信

州
の
印
象
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
上
田
市
の
良
さ
を
全
固

め
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て
歓
迎
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
つ

け
て

も
駅
周
辺
や
会
場
に
通
ず
る
道
路
上
に

あ
る
数
百
台
の
放
置
自
転
車
が
美
観
を

そ
こ
ね
る
と
と
も
に
、
通
行
上
支
障
を

き
た
し
、
大
変
迷
惑
し
て
お
り
ま
す
。

せ
め
て
大
会
の
期
間
中
だ
け
で
も
利

用
者
の
皆
さ
ん
は
、
駅
周
辺
や
歩
道
上

に
自
転
車
を
置
か
な
い
よ
う
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。
ヨ

円

'

J

-

庁

'

川

市

麻

】

丸

刈

せ

町

長

怜

間

中

肝

出

限

・

凍

ま

山

m

l

ム

E

阿
J

，L
-7
L

Q

U

土

じ

で
「

月

床
、
J

桝

σ

七
月
八
日
午
後
二
時
三
十
分
ご
ろ
か

ら
約
四
十
分
間
に
約
三
十
四
ミ
リ
の
集

中
豪
雨
が
あ
り
、
蛭
沢
川
や
用
水
が
は

ん
ら
ん
、
市
街
地
東
北
部
や
神
川
地
区

で
床
上
浸
水
五
戸
、
床
下
浸
水
百
四
十

二
戸
。
市
道
祝
町
線
が
冠
水
し
て
一
時

通
行
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
神
科
地
区

で
は
「
ひ
ょ
う
」
が
降
り
、
り
ん
ご
、

ぶ
ど
う
、
も
も
な
ど
の
果
樹
園
三
十
二

M
で
約
八
百
六
十
万
円
の
被
害
が
で
ま

し
た

。
市
は
、
た
だ
ち
に
応
急
対
策
を
怖
じ

浸
水
家
屋
の
消
毒
、
防
疫
指
導
、
用
水

路
な
ど
の
土
砂
の
取
り
除
き
、
冠
水
道

路
の
修
復
な
ど
の
復
旧
作
業
を
行
い
ま

し
た
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7月15日、 16日の両日、恒例

のギオン祭りが行われ、約90台

のミコシが、 市街地をねり歩き、

大勢の人出でにぎわいました。

'】

特
例
納
付
制
度
が
で
き

加
入
年
齢
を
過
ぎ
た
人
も
加
入
で
き
ま
す

えー第 772号 (思?諸説斜)一一一広報

思
い

違
い
や
、
忙
し
き
に
ま
ぎ
れ
た

り
し
て
、
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
年

齢
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
人
の
た
め
に
、

年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
年
数
を
さ

か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、

将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
「
特
例
納
付

制
度
」
が

で
き
ま
し
た。

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

て

も
二
年
以
上
、
保
険
料
を
納
め
な

い
で

い
る
と
、
年
金
を
受
け
る
資
格
が
な
く

な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
未
納
期
間

の
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
年
金
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
な
た
」
は
該
当
し
ま
せ
ん
か
、

よ
く
た
し
か
め
て
早
自
に
手
続
き
し
ま

め
農
機
具
を
補
償
し
て
い
ま
す
し
、
無

事
故
で
契
約
期
聞
が
満
了
す
る
と
、
農

し
ょ、
7
0

〈
対
象
に
な
る
人
〉

農
業
や
商
業
を
し
て
い
る
人
で
強
制

加
入

の
対
象
者
。

〈
対
象
に
な
ら
な
い
人
〉

勤
め
人
(
会
社
、
官
公
庁
な
ど
)
の

妻
。
軍
人
恩
給
を
受
け
て
い
る
人
。
公

務
扶
助
料
を
受
け
て
い
る
人
。
以
上
の

人
で
「
任
意
加
入
」
の
立
場
の
人
。

〈
六
十
歳
を
過
ぎ
、
六
十
七
歳
ま
で
の

人
も
加
入
で
き
ま
す
〉

こ
の
年
齢
の
人
も
自
分
の
年
齢
に
応

じ
て
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め

れ
ば
、
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ハ
保
険
料
は
、
月
四
千
円
〉

三

・
四

・
五

・
六
・

七

・
十
年
の
六

種
類
(
た
だ
し
、
農
機
具
の
耐
用
年
数

保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ

る
期
間
は
、
五
十
五
年
六
月
三
十
日
ま

で
で
、
月
額
四
千
円
で
す
。
一
度
に
ま

と
め
て
納
め
て
も
よ
い
し
、
分
け
て
納

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〈
三
十
五
歳
で
未
加
入
の
人
は
す
ぐ
加

入
し
ま
し
ょ
う
〉

国
民
年
金
は
、
特
例
を
除
き
六
十
歳

ま
で
に
、
二
十
五
年
間
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
、
三
十
五
歳

の
人
は
、
こ
の
保
険
料
納
入
期
聞
が
ぎ

り
ぎ
り
で
す
の
で
、
早
く
手
続
き
を
す

ま
せ
、
将
来
安
心
し
て
国
民
年
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
加
入
手
続
き
と
お
問
合
せ
〉

国
保
年
金
課
年
金
係
へ
印
鑑
を
持
参

し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫

四
一
O
O
内
線
二
八
四
有
線
②
O
七
一

一

)

保守
i険 ZE
業料偶
者喜 6.7
年ぷ%

芸者型
222 
事議 げ

農
業
者
年
金
基
金
法
の
改
正
に
よ
り

年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
実
施
時
期
が

七
月
に
繰
り
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

年
金
額
が
七
月
分
か
ら
六
・
七
%
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
者
年
金
(
経
営
移
譲
年

金
や
農
業
者
老
齢
年
金
な
ど
)
へ
加
入

で
き
る
人
で
、
保
険
料
を
二
年
以
上
納

め
て
い
な
い
た
め
農
業
者
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
人
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
救

済
借
置
が
と
ら
れ
、
来
年
十
二
月
末
日

ま
で
に
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
農
業
者

年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
「物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
は
、
問
ト
九

年
の
農
業
者
年
金
基
金
法
の
改
正
で
取

り
入
れ
ら
れ
、
全
国
消
費
者
物
価
が
五

期
に
な
る
と
、
利
息
分
を
加

え
て
十
万

円
を
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、
中
途
解
約

%
以
上
あ
が
っ
た
と
き
、
翌
年
の
一
月

か
ら
年
金
額
が
自
動
的
に
引
き
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
に
よ
り
「
翌
年
一
月
」
の
実

施
時
期
が
「
今
年
七
月
」
に
繰
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

一
定
期
間
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

保
険
料
は
、
二
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
二
年

を
超
え
た
人
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た

人
を
救
う
た
め
、
未
納
期
聞
の
保
険
料

三
千
六
百
円
を
来
年
の
十
二
月
末
日
ま

で
に
納
め
て
い
た
だ
く
救
済
措
置
が
と

ら
れ
ま
し
た
。
救
済
借
置
を
受
け
ら
れ

る
人
は
次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

マ
現
ゐ

加

入
し
て
い
る
当
然
加
入
者

で
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
人
。

マ
五
十
一
年
六
月
三
十
日
以
前
の
当
然

加
入
資
格
者
(
大
正
五
年
一
月
二
日

以
降
に
生
れ
た
人
)
で
、
経
営
面
積

(
加
入
者
所
有
地
)
五
十
ア
ー
ル
以

上
あ
る
人
で
加
入
し
て
い
な
い
人
。

〈
お
問
合
せ
〉

農
業
委
員
会
事
務
局
(
宮
⑫
四
一
O

O
内
線
三
三
六
有
線
②
O
七
六
二

一農
家
の
皆
さ
ん

一

一
農
業
共
済
の

一

一
建
物
共
済
に
加
入
し
よ
う
/
一

農
業
共
済
の
建
物
共
済
の
掛
金
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
ま
た
、
限
度
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
加
入
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
加
入
し
ま
し

ょ
、つ
。

普
通
物
件

(
一
般
家
屋
)
百
万
円
当

り
の
掛
金
、
一
千
五
百
円
が
一
千
二
百

円
。特

殊
物
件

(
庖
舗
な
ど
)
百
万
円
当

り
の
掛
金
、
二
千
円
が
一
千
六
百
円
。

一
棟
一
千
万
円
ま
で
が
二
千
五
百
万

円
に
、
同
一
…
敷
地
内
の
建
物
合
計

(
一

構
)
二
千
万
円
ま
で
が
五
千
万
円
に
増

額
さ
れ
ま
し
た
。

共
済
対
象
期
間
は
、
掛
金
を
払
い
込

ん
だ
自
の
午
後
四
時
か
ら
翌
年
同
月
同

日
の
同
時
刻
ま
で
で
す
。

一
農
機
具
更
新
共
済
へ
加
入
し
一

一

買

替

資

金

を

一

一

確
保
し
よ
う
一

農
業
共
済
は
、
安
い

掛
金
で
皆
さ
ん

も、

出
穂
二
O
%
く
ら
い
の
時
に
一

回

防
除

L
wk
kr
pぃ。



ー第

い
る
当
然
加
入
者

で
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
人
。
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の
農
機
具
を
補
償
し
て
い
ま
す
し
、
無

事
故
で
契
約
期
聞
か
満
了
す
る
と
、
農

機
具
の
買
替
資
金
な
ど
に
役
立
ち
ま
す

の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
加
入
し
ま
し
ょ

‘っ
。
マ
加
入
で
き
る
農
機
具
A

個
人
お
よ
び
共
同
所
有
の
農
機
具
で

時
価
五
万
円
以
上
の
も
の
。

マ
契
約
の
金
額
企

農
機
具
一
台
に
つ
き
、
時
価
の
九
O

%
の
範
囲
で
百
万
円
ま
で
加
入
で
き
ま

‘

す
。

マ
契
約
期
間
の
種
類
A

〈
保
険
料
は
、
月
四
千
円
v

三

-
四
・
五
・

六

・
七
・
十
年
の
六

種
類
(
た
だ
し
、
農
機
具
の
耐
用
年
数

の
範
囲
内
)

マ
共
済
金
の
支
払
い
A

火
災
、
落
雷
、
台
風
な
ど
の
自
然
災

害、

衝
突
、
転
覆
な
ど
作
業
中
の
事
故

な
ど
で
損
害
を
受
け
た
と
き
共
済
金
を

支
払
い
ま
す
。

マ
共
済
組
問
金
A
U

期
間
五
年
で
契
約
額
十
万
円
の
場
合

共
済
掛
金
年
額
一
万
七
千
五
百
五
円
で

す
。
五
年
掛
け
る
と
八
万
七
千
五
百
二

十
五
円
に
な
り
ま
す
が
、
無
事
故
で
満

え

老人のための

明るいまちだより

ヴーベ7ト一一一ー昭和53年 8月1日 広報

j愛護養護憲懇j

西

川

伊

次

郎

(
推
進
協
議
会
委
員
)

ぷ

趣味の「ラク焼J をたのしむ

期
に
な
る
と
、
利
息
分
を
加
え
て
十
万

円
を
支
払
い
ま
す
。
ま
た
、

中
途
解
約

も
で
き
ま
す
。

マ
お
問
合
せ

A

農
業
共
済
課

(
宮
⑫
四

一
O
O
内
線

三
二
八
有
線
②
O
七
六
O
)
、
市
塩
田

支
所

(
宮
⑮
三
0
0
0
)
市
川
西
支
所

(
宮
⑪
二
O
O
二
)
。

一

穂

ば

ら

み

期

一

回

一

一

出

穂

期

一

回

一

一

イ

モ

チ

病

を

一

一

防

除

し

よ

う

/

一

穂
イ
モ
チ
病
の
防
除
期
で
す
。

宅~

老
人
医
療
費
の
手
続
き

六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
未
満
の
老
人
で
、
本

人
お
よ
び
同
じ
世
帯
の
人
が
、
本
年
度
市
民
税

非
課
税
の
方
は
、
九
月
か
ら
自
己
負
担
分
の
医

療
費
が
市
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
続
き

は
市
役
所
社
会
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
か
ら
該

当
者
は
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

マ
老
人
大
学

O
各
公
民
館
で
楽
焼
の
実
技
学
級
が
あ
り
ま
す
。

O
城

南

公

民

館

郷

土

史

の

講

座

七

日

O

上

回

公

民

館

郷

土

実

地

研

修

菅

平

高

原

マ
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
寿
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
五
中
学
校
区
内
の
高
齢
者
が
対
象
。

穂
イ
モ
チ
病
の
防
除
は
「
穂
ば
ら
み

期
の
後
期
に
一
回
」
と
「
出
穂
期
(
出

穂
刊
%
ぐ
ら
い
の
時
)
に
一
回
」
の

二

回
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
葉
イ

モ
チ
病
の
発
生
が
少
な
か

っ
た
水
田
で

予

備

日

手呈

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

今
、
長
野
県
で
は
知
事
を
先
頭
に
し
て

や
ま
び
こ
国
体
の
成
功
の
た
め
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

お
年
寄
り
の
皆
さ
ま
も
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
心
か
ら
声
援
を
お
く
り
、
国
体
を
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

上
田
市
体
育
協
会
会
長

三
種
混
合
予
防
接
種
の

広
報
う
、
え
だ
七
月
十
六
日
発
行
第
七

七
一
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
三
種
混
合

予
防
接
種
」
の
期
間
中
に
、
都
合
で
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
日

程
に
よ
り
受
け
て
く
だ
さ
い
。

会
場
は
い
ず
れ
も
、
上
田
市
健
康
セ

ン
タ
ー
で
、
受
付
時
間
は
午
後

一
時
三

十
分
か
ら
二
時
三
十
分
で
す
。
母
子
健

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
(
(
)
内

は
対
象
地
区
で
す
)

マ
十
月
二
十
日
幽
(
旧
市
内
、
塩
尻
、

神
科
、
豊
殿
、
神
川
地
区
)

マ
十
月
二
十
七
日
幽

(
城
下
、

川
辺
、

泉
田
、
塩
田
、
川
西
地
区
)

七
・
八
・
九
月
食
中
毒
の
多
発
期
一

食
品
の
管
理
を
一

し
っ
か
り
し
よ
う
一

八
月
一
日

1
七
日
食
品
衛
生
週
間
一

八
月
一
日

ωか
ら
七
日
間
ま
で
食
品

衛
生
週
間
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

泊

刊

μ
P
I
L
I
d
、v
，
一

農
業
共
済
は
、
安
い
掛
金
で
皆
さ
ん

も
、
出
穂
二
O
%
く
ら
い
の
時
に
一
回

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
モ
チ
病
か
ら
稲
を
守
り
減
収
め
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
は
、
毎
年
、
七
月
、
八
月
、

九
月
の
三
か
月
間
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
食
中
毒
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
不
良
食

品
や
不
正
食
品
の
追
放
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
台
所
は
、
い
つ
も
整
理
し
、
清
潔
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
料
理
の
材
料
は
、
新
鮮
な
も
の
を
選

び
作
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
冷
蔵
庫
内
の
温
度
を
時
々
は
か
り
、

摂
氏
五
度
ぐ
ら
い
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

マ
食
品
は
、
買
い
だ
め
は
や
め
、
表
示

を
良
く
見
て
衛
生
的
な
庖
で
買
い
ま
し

ト晶、「ノ
。

マ
い
た
み
や
す
い
食
品
は
、
火
通
し
を

よ
く
し
て
長
く
取

っ
て
お
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、
か
ご
な

ど
は
、
よ
く
洗
い
熱
湯
消
毒
か
日
光
乾

燥
し
ま
し
ょ
う
。

マ
必
ず
手
洗
い
を
よ
く
し
て
か
ら
調
理

や
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
用
便

後
や
外
出
か
ら
帰
宅
し
た
時
は
、
石
け

ん
を
使
っ
て
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
下
痢
や
お
で
き
な
ど
体
に
異
常
の
あ

る
時
は
、
お
勝
手
仕
事
は
交
替
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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中

-
三
中
の
校
庭
を
夜
間
開
放

体
育
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

第
一
中
学
校
の
校
庭
に
は
、
す
で
に

夜
間
照
明
装
置
が
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

第
三
中
学
校
の
校
庭
に
も
八
月
十
日
頃

ま
で
に
、
夜
間
照
明
装
置
が
完
成
し
ま

す
。現
在
、
第
一
中
学
校
で
は
、
五
十
歳

以
上
の

「
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大

会
が
終
了
し
た
時
点
で
一
般
開
放
し
ま

す
の
で
、
利
用
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
は

次
に
よ
り
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
放
日
時

l
毎
週
火
・
土
曜
日
の
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
同
九
時
ま
で
。

申
込
方
法
・
お
閉
会
せ
M
H
市
役
所
四
階

体
育
課
へ
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
料
と
し
て
電
気
料
金
実
費
を
い

えI ー第 772号 (京?ZSZ品23)一一一広報

た
だ
き
ま
す
。

線
五
五
五
)

(
宮
⑫
四
一

O
O内

タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は

み
ん
な
で
始
末

校
内
へ
の
立
入
は
禁
止

夜
間
開
放
で
校
庭
を
使
う
皆
さ
ん
は

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
、
タ
バ

コ
の
吸
い
が
ら
は
、
責
任
を

持

っ
て
か
た
ず
け
て
く
だ
さ
い
。

ま

た
、
観
戦
す
る
皆
さ
ん
も
タ
バ
コ
の

吸
い
が
ら
は
、
絶
対
校
庭
に
捨
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
一
般
開
放
さ
れ
て
い
る
の
は
、
校

庭
だ
け
で
す
。
む
や
み
に
他
の
敷
地

や
校
舎
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一

花

火

は

一

一

大

人

と

一

緒

に

一

一

楽

し

も

う

一

夏
の
夜
の
楽
し
み
「
花
火
遊
び
」
の

季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
が
、
毎
年
、

花
火
遊
び
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
花
火
に
よ
る
災
害
を
起
き
な
い
よ
う

子
供
の
花
火
遊
び
に
は
、
周
囲
の
大
人

が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
楽
し
い
花
火
遊
び
に
し
ま
し
ょ

、
勺
J

。
1
、
花
火
は
、
燃
、え
や
す
い
も
の
の
な

い
広
い
場
所
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

2
、
風
の
強
い
と
き
、
乾
燥
し
て
い
る

と
き
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

3
、
花
火
の
説
明
が
き
を
必
ず
守
り
ま

l
v
ょ
、つ
。

4
、
花
火
を
あ
げ
る
と
き
は

ノ、

ケ
、y

な
ど
に
水
を
用
意
し
、
燃
え
が
ら
は

不
燃
容
器
に
か
た
ず
け
ま
し
ょ
う
。

揚
も
の
に
注
意
一

て
ん

勺

な
ど

八
月
は
、
お
盆
な
ど
が
あ
り
各
家
庭

で
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど
揚
げ
物
を
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守

っ
て
、
大
切
な
財
産
を
失
う
こ

と
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

油
に
よ
る
火
災
は
、
燃
え
方
が
急
激

な
た
め
、
全
半
焼
に
お
よ
ぶ
損
害
を
だ

し
て
い
る
家
庭
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

1
、
揚
げ
物
料
理
中
は
、
絶
対
「
な
べ」

か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
電
話
や
来
客
の
応
対
は
、
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
揚
げ
物
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
消

火
器
、
ぬ
れ
ぞ
う
き
ん
な
ど
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

4
、
お
盆
に
は
、

ロ
l
ソ
ク
、
線
香
の

火
に
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ

よ
目
ノ
。

ア成
ン人
ケ式

協ト
力調
〈査
fゴに
さ、、

上
田
市
公
民
館
で
は
、
来
年
一
月
十

五
日
の
成
人
の
日
の
式
典
に
出
席
し
て

い
た
だ
く
皆
き
ん
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
上
田
市
公
民
館
地
区

(
神
川
、
塩
尻
、
旧
上
田
市
内
)

の
昭

和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十

四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
を
対

象
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
外
に
転
出

し
て
い
る
人
も
、
上
田
市
出
身
で
あ
れ

ば
成
人
式
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
代

理
者
名
を
記
入
の
う
え
か
な
ら
ず
返
信

し
て
く
だ
さ

い
。

こ
の
調
査
に
よ
り
、
来
年
の
成
人
者

名
簿
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
か
な
ら
ず

返
信
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。調
査
用
往
復
ハ
ガ
キ
・
の
届
い
て
い
な

い
人
は
、
上
田
市
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
四
一

O
O
内
線
五

六
O
)

一
子
供
の
日
写
生
大
会
一

一

入

選

作

品

展

一

一

〈

八

月

五

日

出

l
九
日
制
v

一

子
供
の

日
に
行
わ
れ
た
写
生
大
会
の

入
選
作
品
六
十
五
点
を
次
に
よ
り
展
示

し
ま
す
。

と

き

l
八
月
五
日
出

1
同
九
日
側
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、

と
こ
ろ

l
上
田
市
公
民
館
(
図
書
館
と

な
り
。)着

物
着
付
教
室

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

受サ

象
H
H
二
十
五
歳
ま
で
の
働
く
女
性

コ
ー
ス

1
毎
週
水
曜
と
木
曜
コ
ー
ス

で

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
。

定
員
・
受
講
料

1
各
コ
ー

ス
と
も
十
四

名
。
二
千
円
。
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
。

締
明
日

l
八
月
二
十
日
目

お
問
合
せ

l
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
|

ム
(
宮
⑫
七
一
一
七
)

大
勢
出
品
し
ょ
っ
一

県
勤
労
者
美
術
展，、

資

格

u
H
県
内
の
事
業
所
に
勤
め
て
い

る
人
。

出
品
制
限
H
H
未
発
表
の
も
の
一
人
一
種

目
で
一
点
。
た
だ
し
、
勤
務
先
き
で

発
表
し
た
も
の
は
さ
し
っ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
。

手

続

l
所
定
の
申
込
用
紙
を
用
い
て

九
月
四
日
開
ま
で
に
東
信
労
政
事
務

所

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

出
品
料
H
H
三
百
円

(申
込
時
に
納
入
)

作
品
の
搬
入

l
九
月
五
日

ωか
ら
九
月

六
日
制
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
に
、
東
信
労
政
事
務
所

(材
木

町
一
|
二
|
六
)
へ
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

お
問
合
せ

l
東
信
労
政
事
務
所

(
宮
⑫

一
二
六

O
)

自
然
運
動
公
園
プ

l
ル

八
月
一
日
側
i
+
一
日
掛
夕
方

五
時

1
六
時
=
一
+
分
ま
で
延
期

土
・
日
曜
は
休
み
ま
す
。

に

、
ラ

人

た

雨

に

く

の

の

に

、

か

か

を

き

し

部

、

全

い

朝

れ

メ

の

し

、

平

続

い

岳

後

り

山

さ

じ

て

き

、

し
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子草
供花オ
の火
花に
火よ
遊る
び災
に害
l立 を
、起

周き
固な
グ〉 し、
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輸

し
ょ
、
7
。

4
、
花
火
金
あ
げ
る
と
き
は
、
バ
ケ
ツ

対

象

1
二
十
五
歳
ま
で
の
働
く
女
性

名

し

ま

す

返
信
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

にぎキョかに岳σ'x7)ぼり行う
(別所温泉)

別所温泉の間ごいの奇祭「岳ののほ、り」が16日の朝に

ぎやかに行われ、

uh アマチュアカ メラ
ハ~， !マンなど大勢の入

品‘ 出でにぎわいました。

i この祭リは 、雨
1の少ない塩田平に
事室町時代から続〈

伝統的な雨ごいの

行事で、夫神岳の

水神九.¥iIi竜権現に

雨ごいをした後、

青竹に色あざやか

‘な反t防をの』まり が

わりにつけ、山 を

下り、少女の ささ

尽ら踊リ、三頭じし

などと合流し て部

落中をねり歩き、

雨ごし、をする、 全

国的にも珍らし し、

祭リです。

買うな使うな違法無線機

不法電波山掃月間8月団長沼1日
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会
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人
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{
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止
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治

手
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合

十
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、

元
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川

。7庭
ボ

自
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が
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濃

川

口
U

校

ト

の

し

投

で

す

せ

恒

川

λ

ぃ
、
官
川

等

の

そ

挙

つ

、

司

す

ウ
た

事

他

い

一

」

な

、

会

。
い

一

い
い
て

川、

も

者

定

か

選

あ

た

れ

ま

す

る

行

の

て

拷
一

動

で

異

い

て

一

哉

お
岬
即
日
日
比
町
一切
出
足
一
二
一
同
誌

。眼目
μ

…

二
耐

の
一
川

マ

才

、

た

る

合

名

す

ト

て

な

結

の

口

叩

に

力

選

ま

い

管
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納

一

口

も

…

ー

な

で

ま

す

場

な

ま

割
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っ

と

を

そ

念

と

話

、

れ

き

挙

で

に

一

長

る

が

、

ん

ヲ

部

、

持

る

ん

い

明

す

よ

安

体

、

記

こ

運

ら

さ

だ

選

ん

も

'

t
同
ノ
ー
ノ

い

析

は

ど

す

支

し

支

あ

ど

て

制

ま

に

目

団

行

は

い

者

か

売

く

階

込

と

一

円
ノ

5一
て

名

件

、

ま

は

持

リ

で

間
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制

い

煩

が

媛

旅

く

な

帝

き

発

で

四
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一

/

ν

/

1

¥

れ

な
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い
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支

た

の

朋

さ
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極
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後

、

し

け
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続
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所

に

み
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ム
き

さ

う

、

吋
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ま

を

し

も

定
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も

れ

の
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学
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精
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書

込
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。
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山から くだった岳ののぼりを迎え、少女 ら
がササラおどりをひろう 。

無線機は免許を受け

てイ硬いましょう 。

あなたの無線機は、

この7 ー クがついて

いますか。 この7 ー

クがない無線機は違

法無線機です。
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53年度結核レントゲン検診日程表 (8月2日~10月9日)

下・左表のとおり結核レントゲン検診を実施しますので、最寄りの会場で受診しましょう。

月日 検診会場 対象地区 検診時間 月日 検診会場 対象地区 検診時間

赤 坂公民館 赤 坂 月ii9: 30-10: 00 

2月8 6 

下之条集荷所 下 之 条 前9:30-10・30

岩 清水公民館 右山 清 水 10:30-11:00 上田原自治会館 上 回 原 11:00-11:30 

長 入公民館 長 入 11 : 30 -11 : 50 日 東築地公会堂 東 築 地 9 :30-10・00

大 日木公民館 大 日 木 後 1: 30-2 : 00 
出
神畑遊園地 神 畑 10 : 30-11 : 30 

2月81 森 公民館 森 2 : 30-3 : 00 千曲町集会場 千 曲 町 前9:30-10・30

関日) 矢 沢公民館 矢 沢 前9:30-10:00 

2月8 8 

中之条公会堂 中 之 条 11 : 00 -12 : 00 

下 郷公民館 下 M!~ 10: 30-11 : 00 御所公会堂 御 所 後 1: 30-3 : 00 

市 役所豊殿支所 { 呂 之 上 11 : 30-11 : 45 日 中村自治会館 中 村 前9: 30-10 : 30 

漆 戸公民館 漆 戸 後t1 : 00-1 : 30 
開)
小牧公民館 牧 11:00-12:00 

中 吉 田公民館 中 =ロt 回 2 : 00-3 : 00 諏訪形公会堂 諏 訪 青3 後 1: 30-3・00

林 之郷公民館 林 之 郷 前9・30-10:00 赤坂スーパー剛 )11 辺 町 前9: 30-11 : 30 

終 台学童会館 桜 4EA ヨ 10:30-11:00 )11 辺町会館 )11 辺 町 後 1: 00-2 : 00 

小 井田公民館 井 田 11 : 30-12: 00 

2月8 9 

長池食堂横 倉升 2 : 30-3 : 30 

2i2 町 吉 田公民館 町 E コ 回 後 1: 30-2 : 00 上野一司宅横 泉田山口 前9: 30-10: 00 

下 吉 田公民館 下 E 回 2 : 30-3 : 00 日 下半過集会場 下 半 過 10:30-11:0。
日 (刈
ω 国 分 公民館 国 分 前9・30-10:30 半過区公民館 上 半 過 11: 30--12: 00 

黒 坪公民館 霊1 坪 11 : 00-11 : 30 築地火の見下 築 I也 後 1: 30-2 : 15 

みす J台北第 1集会場 みすゾ台北・南 後 1: 00-2 : 00 τ口t 回 公民館 E 田 2 : 45-3 : 30 

下青 木公会堂 下 青 木 2 : 30-3 : 00 福 回 公会堂 福 田 前9:30-10:00 

絡が丘自治会集会場 梅 カず 丘 前 9:30-10:00 保野公民館 {呆 野 10:30-11:30 

上青 木公民館 上 青 木 10:30-11・。。 上小島公民館 上 島 後 1: 00-1 : 30 

8 久保 林公民館 久 イ呆 林 11 : 30-12: 00 
3月8 0 
下小島第 5*作業所 下小島 2 : 00-2 : 30 

2月3 下 堀 火の見下 下 堀 後 1: 30-2 : 30 下本郷公民館 下本郷・東五加 3 : 00-3 : 30 

日 上 堀公民館 上 堀 3 : 00-3 : 30 嗣日 八木沢公民館 八 木 1尺 前 9: 30-10 : 30 
側

上 沢公民館 上 沢 前9:30-10:30 舞 国公民館 舞 国 11 : 00-11 : 45 

岩 下公民館 王山玉 下 11 : 00-12 : 00 学海南自治会館 学海南・学海北 i~ 1 : 15-1 : 45 

大 屋公民館 大 屋 後 1: 30-3 : 30 中 野公民館 中 野 2 : 15-3 : 00 

西 野竹公民館 西 野 竹 前9:30-10:00 
社中会塩福田祉セ事ン業タ所ー

岩 門公民館
五 加 前9: 30-10 : 30 

右凶 門 10:30-11:30 

笹 井公民館 笹 井 後:1 : 00-2 : 00 柳沢公民館 相P 沢 11:00-12:00 

回附2月8 4 
野 竹公民館 野 竹 2 : 30-3 : 30 

3月8 1 
鈴子公民館 鈴 子 後1: 30-2 : 00 

畑山橋機農産物集出荷所 畑 山 前9: 30-9 : 50 下組公民館 下 組 2 : 30-3 : 30 

伊 勢山火の見下
日

中 組 前9:30-10:30 {手 勢 山 10:30-11:30 同 中組公民館

吉池プラスチック工場 伊勢山・富士見台 i~ 1 : 00-1 : 30 奈良尾公民館 奈 良 尾 11:00-12:00 

神科 新屋作業所 神科新屋 2 : 00-2 : 30 平井寺公民館 平 井 寺 後1: 30-2・00

金 井公民館 金 井 3 : 00-3 : 30 東塩田老人集会場 石 神 2 : 30-3 : 30 

山 口 公民館 山 口 前 9:30-10:30 
社西会塩福田祉セ事ン業ター所 手 塚 前9・30-10:00 

大久 保公民館 大 久 イ呆 11 : 00-12 : 00 

2月8 5 金剛 寺公民館 金剛寺
後:1 : 30-2 : 00 

月9 1 
長島 公民館 長島 2 : 30-3 : 30 手塚公民館 手塚 10: 30-11 : 30 

住日谷
朝日が丘サトウ商庖横 朝日が丘 前9: 30-10: 00 幽日 西塩田会館 t星田新町

後 1: 00-2 : 00 

;貢 )IJ 公民館 5頁 )11 10 : 30-11 : 00 十人公民館 十 人 2 : 30-3 : 00 

.__三 好町会館三 好 町 i~ 1 : 00-3 : 00 山 国停留所 山 回 前9: 30-10 : 00 

受診票といっしょに保管しておきましょっ 。



ーω一一一昭和53年間 1日 広 報うえだ一一(事諸説綴島 第 772号ー

月日 検診会場 対象地区 検診時間 月日 検診会場 対象地区 検診時間

9 上本郷公民館 上 本 j!l~ 前10: 30-11 : 30 
月9 
路入公会堂 踏入 前9:30-10:30 

月
常国会館 中常国・下常国 11 : 00-12・。。1 東前 山 公民館 東 前 山 後:1 : 00-1 : 45 

日 11 
樹 西前 山 公民館 西 前 山 2 : 15-3 : 00 日 働〈婦人の家 キオ 木 町 後 1: 30-2 : 30 

仕%) 五加公民館 五
力日 前9: 30-11 : 30 

明)
海野町公会堂 海野町 ・袋町 3 : 00-3 : 30 

下之郷公民館 下 之 j!l~ 9 : 30-11 : 00 旧日活検駐車場 原 町 前9: 30-10: 00 

横 山 作業所 横 山 前9: 30-10 : 00 
月9 
中部日本ビニール駐車場 丸 堀 10: 30-11 : 30 
12 

下・

小泉区民会館 町 泉 10 : 30 -11 : 30 
(:臼刈
小林ぬし底横 木 町 後 1: 00-1 : 30 

日 向公会堂 日 向 後:1 : 00-1・30 上回公共職業安定所 北 天神 町 2 : 00-3・00

和合消防庫前 手日 A ロ 2 : 00-2 : 30 9 泉 町 会館 泉 町 iN 9 : 30-10 : 00 
月9 
岳の組公民館 岳 グ〉 組 3 : 00-3 : 30 1月3 上常国公会堂 上 片吊~ 回 10 : 30-12 : 0。
4 日

(月日) 
入組事務所 入 組 前9:30-10:00 附 上国交通 旧 東駅 北常 国・ 横 町 後 1: 30-3 : 30 

室賀基幹集落センター 中 組 10: 30-11 : 30 稲荷神社 比 大手 前 9: 30-10 : 00 

原組事務所 原 組 後 1: 00-1・30
月9 
南天神 町 公会堂 南天 神町 10: 30-11 : 30 
14 

旧室 賀支所 本組・上手組 2 : 00-2 : 30 日 鷹匠町公会堂 鷹匠 町・ 本 町 f圭1: 00-2 : 00 

下室賀生活改善センター 押切・池下・田中:神宮寺 3 : 00-3・30
同
上田高校同窓会館 松割T.末広町・大刊I 2・30-3 : 30 

相染問 分去・大場・院内 前 9: 30-12 : 00 
出% 
染屋公民館 染屋 前9・30-10:15

日影公民館 上手 後 1・30-2・00 産業通り内山整骨院前 産業通り 10: 45-11 : 30 

9 野倉公民館 野
月

倉 2 : 45-3 : 15 都合で検診できなかった人は、下記会場で受けてくださし 。

5 仁古田公民館 古 回 前 9: 30-10 : 15 市役所愛殿支所 豊殿 地 区 円ij10: 00-10・30
日

館 町吉田公民館(}j 岡 ム/]; 民 岡 10: 45-11 : 45 11 11 : 00-11・30
10 

越戸公民館 越 戸 後 1: 30-2 : 15 月2 大屋公民館 神川地区 後 1: 00-1 : 30 

浦野公民館 浦野 ・藤之木 2 : 45-3 : 30 日 農協神川事業所横 1I 2 : 00-2 : 30 

土屋編物教室庭 鎌原 ・西脇 前 9: 30-10 : 15 
(月)
下青木公会主主 11 ; : ~~ -; : ;~ I 

新 町公会堂 新 町 10: 45-11 : 30 

9 諏訪部公会堂 諏訪昔日・生塚 後 1: 00-1 : 45 東塩田老人集会場 塩 団 地区 前10:00-10 : 30 
月6 
老人福祉セ ンタ ー 泉 平 2 : 15 -3 : 00 1月3 0 西海回会館 11 11 : 00 -11 : 30 
日
附 常磐町自治会館 常磐町 前9:30-10:30 日 相 染閣 11 後 1: 30-2 : uO 

城北自治会館 城 4ヒ 11 : 00-12 : 00 
(刈
市役所塩田支所 2 : 30-3・0011 

下紺屋町公会堂 下車甘屋町 後 1: 30-3・00
1月0 
市役所川西支所 川西地区 前9: 30-10・00

緑が丘会館 緑が丘 前9:30-10・15 川西社会福祉センター 11 10:30-11:00 
4 

緑が丘北区会館 緑が丘北 10: 45-11: 30 日 泉田 公民館 泉田地区 11・30-12: 00 

月9 緑が丘西区会館 緑が丘西 後 1: 00-1 : 45 
附
)11 辺町会館 川辺地区 f表1: 30-2 : 00 

7 新 屋 会 自官 新 屋 2 : 15-3 : 30 ニ好町会館 城下地区 前9・30-10:00
嗣日 下塩尻公民館 下 塩 尻 前9: 30-10 : 15 10 南天神町公会堂 |日 市 内 10 : 30-11 : 0。

上塩尻公民館 上 塩 尻 10・45-12:00 月5 鷹匠 町 公会堂 11 11 : 30-12 : 00 

農協秋和出張所 秋 手口 後 1: 30-3 : 30 附日 常 回 ~ ス 官官 11 後 1: 30-2 : 00 

下房山公会堂 下房山・馬場町 前9・30-10:30 働〈婦人の家 11 2 : 30-3 : 00 

上 房 山公会堂 上 房 山 11:00-12:00 新町公会堂 |日 市 内 前9: 30-10: 00 

月9 
宮島ガラス庖前 下川原柳町 後.1: 30-2 : 00 

1月6 0 城北自治会館 11 10: 30-11 : 00 

上川原柳公会堂 上川原柳町 2 : 30-3 : 30 新屋会館 11 11 : 30-12: 00 8 日
日 上田明照会 ー上鍛冶町 ・田町 前 9: 30-10 : 15 出 新田区民会館 11 1~ 1 : 30-2 : 00 
樹
名鉄月極駐車場 鍛冶町 10 : 40-11 : 30 鍛冶町会館 1/ 2 : 30-3 : 00 
愛多宕町郎自宅治t 会長 愛 宕 町 後.1: 00-2 : 15 上塩尻公民館 塩尻 地 区 前9: 30-10: 00 回仁太 駐車場

出!身
蛇沢作業所 蛇 沢 2 : 45-3 : 15 農協秋和出張所 1/ 10: 30-11 : 00 
9 北小学校横遊園地 新 田 前9: 30-10 : 15 10 金井公民館 神科地区 前9:30-10:00 
月9 
上紺屋町公会堂 上紺屋町 10: 45-11: 30 月9 上野が丘公民館 11 10: 30-11: 00 

出日 新田区民会館 新国・柳町 9 : 30-11 : 30 I(月日} 市 役所前 全市 f圭1: 30-3 : 00 

受診票といっしょに保管しておきましょう。



を
負
う
と
共
に
、
国
民
に
対
し
て
も
、
も
の
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
行
わ
れ
的
人
権
の
回
復
を
要
求
す
る
こ
と
は
、

部
落
完
全
解
放
の
た
め
に
、
人
権
の
尊
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
当
然
な
こ
と
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
そ
れ
に
こ
た
え

厳
に
徹
し
て
協
力
す
る
責
務
の
あ
る
こ
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

る
の
は
政
治
の
責
務
で
す
。

と
を
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。

「

逆
差
別
」
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
は
、
こ
同
和
教
育
が
学
校
教
育
や
社
会
教
育

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
現
在
、
同
裏
に
は
、
「
部
落
は
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
の
こ
と
を
国
や
地
方
公
共
団
体
と
全
国
の
中
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
に
つ
い

和
地
区
の
住
宅
や
道
路
、
下
排
水
路
、
作
も
低
い
も
の
、
低
位
で
あ
る
こ
と
が
当
民
に
義
務
づ
け
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
。

業
場
、
集
会
場
が
改
良
整
備
さ
れ
た
り
、
た
り
前
で
あ
る
。
」
と
い
う
よ
う
な
考
義
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
十
年
て
い
る
か
に
つ
い
て
ふ
れ
て
ご
理
解
を

こ
う
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
、
内
閣
農
業
生
産
に
必
要
な
農
機
具
等
の
導
入
え
方
が
、
心
の
奥
底
に
根
強
く
潜
在
し
の
時
限
立
法
で
あ
り
、
本
年
は
そ
の
最
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
同
和
対
策
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、

四

が
な
さ
れ
て
い
・ま
す
。

て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

終

年

度

に

当

た

る

、

重

大

な

時

期

に

直

部

落

差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
長

十
年
に
そ
の
答
申
が
出
さ
れ
、
昭
和
固
ま
た
教
育
面
に
お
い
て
も
、
奨
学
資
こ
こ
に
、
同
和
教
育
の
果
た
す
役
割
面
し
て
お
り
、
そ
の
強
化
延
長
を
望
む
別
を
な
く
す
た
め
に
、
同
和
教
育
が
長

十
四
年
七
月
十
日
に
、
遂
に
同
和
対
策
金
、
進
学
の
た
め
の
補
助
が
な
さ
れ
て
の
い
か
に
大
き
い
か
を
痛
感
し
ま
す
。

声

は
、
全
国
都
道
府
県
、
市
町
村
、
議
野
県
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

事
業
特
別
措
置
法
が
公
布
と
な
り
ま
し
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
こ
れ
ら
同
差
別
は
、
放

っ
て
お
い
て
自
然
に
な
会
の
議
決
あ
る
い
は
首
長
な
ど
の
陳
情
お
よ
び
社
会
教
育
の
中
で
、
相
極
的
に

た
。
略
し
て
同
対
法
と
も
い
わ
れ
ま
す

和
行
政
を
逆
差
別
だ
と
い

っ
て
非
難
す
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
和
等
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
の
強
力
な
る
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

が
、
こ
の
法
律
は
、
長
い
間
屈
辱
に
耐
る
傾
向
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
対
策
事
業
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
こ
と
が
運
動
を
各
方
面
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

え
て
闘
い
続
け
て
き
た
多
く
の
先
輩
の
実
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。今、
行

わ

あ

た

り

前

の

水

準

に

、

引

き

上

げ

ら

れ

す
。

「
ね
た
子
を
起
こ
す
指
導
」
と
か
「
同

解
放
運
動
の
尊
い
成
果
で
す
。

れ
て
い
る
同
和
行
政
の
目
的
は
、
長
い
る
と
共
に
、
積
極
的
に
差
別

を

な

く

そ

こ

の

法

律

の

も

つ

意

義

を

み

ん

な

で

和
地
区
の
子
供
た
ち
の
学
力
の
向
上
」

同
対
法
は
、
国
が
、
同
和
地
区

に

対

閉

め

差

別

に

よ

っ
て
、
被
差
別
部
落
が
、
う
と
す
る
意
欲
が
、
み
ん
な
の
も
の

に

理

解

し

、

差

別
め
な
い
立
の
民
主
社
会
の
た
め
に
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
同

し
て
そ
の
基
本
的
人
権
を
回
復
す
る
た
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
社
会
的
に
も
な

っ
て
い
く
中
で
こ
そ
な
く
な
る
も
の
が
実
現
で
き
る
よ
う
市
民
一
人
一
人
が
和
教
育
の
ね
ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

め
の
特
別
な
施
策
を
実
施
す
る
全
責
任
極
め
て
劣
悪
な
条
件
に
お
か
れ
て
き
た
で
す
。
進
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
け
嶋
本
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
よ
う
か
。
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